
１⽇⽬　Ｗｅｂ実施　７⽉２９⽇（⾦）
形式

8:35 ー 8:50 0:15 -

8:50 ー 8:55 0:05 -

8:55 ー 9:25 0:30 講義１

9:25 ー 9:55 0:30 講義２

9:55 ー 10:05 0:10

10:05 ー 10:35 0:30 講義３

10:35 ー 11:15 0:40 講義４

11:15 ー 11:25 0:10

11:25 ー 11:55 0:30 講義５

11:55 ー 12:25 0:30 講義６

12:25 ー 12:55 0:30 講義７

12:55 ー 13:05 0:10 ー

2⽇⽬　現地実施　７⽉３０⽇（⼟）

8:50 ー 9:00 0:10 -

9:00 ー 11:00 2:00 実習1

11:00 ー 11:10 0:10

11:10 ー 11:40 0:30 実習２

11:40 ー 12:20 0:40 実習３
実習４

(Ａ班)
 実習4　除染（蛍光剤使⽤）

(B班)
 実習3　ﾎｰﾙﾎﾞﾃﾞｨｶｳﾝﾀｰによる計測

12:20 ー 13:00 0:40 実習３
実習４

(A班)
 実習3　ﾎｰﾙﾎﾞﾃﾞｨｶｳﾝﾀｰによる計測

(B班)
 実習4　除染（蛍光剤使⽤）

13:00 ー 13:50 0:50

13:50 ー 16:50 3:00 演習

３⽇⽬　現地実施　７⽉３１⽇（⽇）
8:50 ー 9:00 0:10 -

9:00 ー 13:10 4:10
実習５
実習６
実習７

13:10 ー 14:20 1:10

14:20 ー 14:40 0:20 -

14:40 ー 15:40 1:00 -

15:40 ー 15:50 0:10 - 　閉講式

　被ばく・汚染傷病者対応
　(実習5︓医療施設の養⽣ / 実習6︓防護装備着脱 / 休憩時間　含む)

昼　　⾷　

　ポストテスト

　総合討論

昼　　⾷

　机上演習

　ガイダンス

　放射線測定器の取り扱い

休　　憩　/  移　動

　傷病者の汚染検査

　ガイダンス

休　　憩　

放射線管理要員の役割

原⼦⼒災害事例

 　原⼦⼒災害時のメンタルヘルス

事務連絡

※九州圏内の⽅は、1⽇⽬受講後、⻑崎へ移動ください。

休　　憩　

放射線障害の診断と治療

外部被ばくと内部被ばくの線量評価

開講式

医療機関の原⼦⼒災害対策

医療機関での初期対応

令和４年度　第１回原⼦⼒災害医療中核⼈材研修(⻑崎⼤学)　 時間表（案）

時間 講義タイトル
プレテスト



  別紙 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対応 
（長崎大学令和 3年度改訂版) 

 

1 感染者、または感染疑い者が出たときの対応 

1.1 研修の中止・中断基準 
＜研修開始前＞ 

 開催地域での感染再拡大 
感染状況の悪化による再度の緊急事態宣言発令等、政府・自治体による活動自粛の要請がなされ
る事態に至る場合。 

 開催機関の研修スタッフの感染、感染疑いおよび開催期間内の感染拡大時。 
＜研修開催中＞ 

 研修に参加している受講者・講師・スタッフ等 参加者が、体調不良注 1を自覚した場合。 
 研修に参加している受講者・講師・スタッフ等 参加者が、濃厚接触者と判明した場合。 

1.2 研修生・オブザーバーに参加辞退・中断していただく条件 
以下の場合、本学研修担当者に報告することを義務づける。 

＜研修開始前＞ 
 研修参加２週間前から前日までに、受講予定者の本人が体調不良※１を自覚した場合。 
 研修参加２週間前から前日までに、本人が濃厚接触者となった場合。 
 地域の感染状況の変化のため、所属機関が参加不許可とした場合。 
 受講者・講師・スタッフの家族等の同居人が体調不良※１を自覚あるいは感染確認された場合。 

＜研修開催中＞ 
 体調不良※１を自覚した場合。 
 濃厚接触者と判明した場合。 
 受講者・講師・スタッフ等 参加者の家族等の同居人が発熱あるいはクラスターに含まれると判
明した場合。（本人の受講・参加を中止するが、家族等の同居人の感染が確認されない限り研修
は中止しない。） 

1.3 受講後に受講者・講師・スタッフ等 参加者が感染疑いとされた・感染確認された場合 
受講者が、受講後 2 週間後までに保健所等によって新型コロナウイルス感染確認された際には、
本学研修担当者に報告することを義務づける。その際に、本学は受講者・講師・スタッフ等 参加
者に濃厚接触の可能性がある旨を連絡する。 

1.4 その他（受講者が不利益を被らないための対応） 
 感染症対策に伴う研修の中止、中断、参加辞退に伴う交通費、宿泊費のキャンセル手数料を支払
う。感染症対策に伴う研修の中断、参加辞退のため修了証が発行されない場合は「受講した講義
等の受講証」や「体調不良（自覚）による、研修の安全確保のための受講中断であること」を示
す文書を発行する。 

 感染症対策に伴う研修の中止、中断、参加辞退の場合には、本学で開催する次回研修の受講を優
先的に取り扱う。 
 

※1 
37.5℃以上（あるいは本人の平熱より明らかに高い場合）、強い倦怠感、味覚・嗅覚異常、咳嗽、息切れ、咽
頭痛、筋肉痛、悪寒 



2 感染拡大防止の対応 

2.1 手指衛生 
 入室時毎の手指アルコール消毒を徹底する。 
 洗面所使用時にはハンドソープでの手洗いを励行する。 
 実習および机上演習前後は必ず全員が手指アルコール消毒をする。 

2.2 換気 
研修にあたっては、機械換気設備を常時稼働させるとともに、研修前後及び休憩中などに定期的
に会場の換気を行う。 

2.3 ユニバーサルマスキング（常時マスク着用）による飛沫拡散防止 
受講者・講師・スタッフ等 参加者全員の常時マスク着用を義務付ける。 

2.4 ソーシャルディスタンス 
 講義室では長机 1台につき受講者 1名とし、受講者間の間隔を 1m以上確保する。 
 実習の同時並行化により実習時の密集を避ける。 
 実習はひとりひとりで行う内容にし、濃厚接触を避ける。 
 机上演習時の話し合いは必須であるが、飛沫感染を防止する対策を講じる。 

2.5 受講者・職員の疑い例の早期発見 
毎朝入室時に受講者・講師・スタッフ等 参加者全員の体調を確認・記録する 
① 非接触式体温計による検温 
② 症状チェックリスト：発熱（37.5℃以上あるいは本人の平熱より明らかに高い場合）、強い倦

怠感、味覚・嗅覚異常、咳嗽、息切れ、咽頭痛、筋肉痛、悪寒 
(症状等の記録は保管し１年経過後に破棄する。また、必要に応じて保健所等に提供する。) 

2.6 使用物品表面のアルコール消毒 
 講義室の机は使用者の変更時と一日の終了後にアルコール消毒をする。 
 講義室のドアノブ周囲は講義時間毎にアルコール消毒をする。 
 受講者・講師 等 参加者が他の机を触れずに次席まで行けるように通路を確保し、自分の机、い
す以外には触れないことを徹底する。 

2.7 新型コロナウイルス接触確認アプリ(COCOA)の利用 
厚生労働省が推奨する「新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA への登録にご協力をお願
いいたします。 
COCOA https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 
 
・iPhone              ・Andoroid       ・厚労省Webサイト 

 
           
                
           
 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html


募集要項添付用

第0.1版改

被ばく医療研修管理システム
入力操作の手引き（簡易版）

（受講者向け）



0.目次

1.ログインする

2.各種情報を閲覧する

3.研修に申し込みをする

4.研修申し込み履歴を閲覧する

5.標準テキストのダウンロードをする

6.サイトポリシーを参照する

0

※より詳しい「操作マニュアル（受講者編）」が必要な方は
retms-support@qst.go.jp　　までご連絡ください。

メール添付でお送りしますが、ファイルのサイズが約5メガバイトですので、
メール添付では受け取れない方はQSTストレージサービスでお送りします。



研修受講者用の下記URLからアクセスし、ログインボタンを押下します。
https://retms.nirs.qst.go.jp/

新規個人情報登録で登録したアカウント名とパスワードを入力し、ログインします。

研修受講者入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P32～P34 版数 0.1

1.ログインする

初めての方は、新規ID申し込みから
新規個人情報登録を行います。



被ばく医療研修ポータルサイトで各種情報を閲覧することができます。

研修開催予定一覧では、各種研修の開催予定を知ることができます。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P10～P21

研修受講者
版数 0.1

2.各種情報を閲覧する

受講者は、被ばく医療研修ポータル
サイト画面により各種お知らせ、研
修コース概要を知ることができます。

受講者は、選択した研修について、
受講申し込み登録をすることができ
ます。



研修開催予定一覧で申込みする研修を選択すると、研修別詳細へ遷移します。
研修内容を確認し、申し込みボタンを押下します。

申込内容を入力し、内容確認のうえ保存ボタンを押下します。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P50～P56

研修受講者
版数 0.1

3.研修に申し込みをする

受講者は、申込内容を入力し受講
申し込み登録をします。



研修申し込み履歴は、マイページより確認することができます。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P57～P58

研修受講者
版数 0.1

4.研修申し込み履歴を閲覧する



５.標準テキストをダウンロードする

研修受講者用の下記 URL からポータルサイトにアクセスし、「各種原子力災害医療研修テキストのダウンロード」からダウンロ
ードページにアクセスします。 
https://retms.nirs.qst.go.jp/ 

【各種原子力災害医療研修テキスト】をクリックします

https://retms.nirs.qst.go.jp/


下記の項目に入力し「確認する」ボタンをクリックします

https://www.qst.go.jp/ques/questionnaire.php?openid=18&check 

確認画面が出ますので修正箇所がない場合は「送信する」をクリックします



送信完了とともに、メールが届きますのでテキストダウンロードページの URL をクリックします

メールの ID(ユーザー名)と PW（パスワード）を入力しログインします

サンプル
です

テキストダウンロード用ホームに入れます



6. サイトポリシーを参照する

研修受講者用の下記 URL からアクセスし、「サイトポリシー」を参照します。 
https://retms.nirs.qst.go.jp/ 

https://retms.nirs.qst.go.jp/
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